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「正門」 と 「校庭」 

Ⅱ期工事の一部として、正門と校庭が完成しました。使用は、検査・引き渡し後、校庭で使用する備品・用

具が搬入されてからとなります。生徒の登下校・保護者の方の入退校につきましては明日、生徒に「登下校門

変更と校庭使用開始」の通知をお渡しいたしますので御確認く

ださい。校庭はみなさんが特に期待をして待ち構えていたこと

でしょう。高いネットと緑に囲まれ、砂塵が飛びにくい土を使

用しています。倉庫とトイレ・手洗い場が２箇所、設けられて

います。５日（月）に、お披露目と校庭使用開始の朝礼を校庭

で行い、２校時以降の授業と放課後の部活動から使用できるこ

とになります。地域のみなさんはもとより、特に近隣のみなさ

んに大変な御協力をいただいたことに感謝して大切にしてい

きましょう。現在の高校３年生から高校１年生は七中の広い校

庭で体育の授業と部活動を行った経験がありません。その先輩

達の思いも含めて感謝の気持ちを忘れないでください。今後

は、幼稚園・保育園の運動会や、改築がはじまった東調布第三

小学校の体育の授業、連合町会運動会などにも使用されます。 

 さて、猛暑が一段落したら、急に秋めいた気候になってきま

した。このまま秋を迎えるとは思えませんが、過ごしやすい状

況が続くことを願っているのは誰しもが同じではないでしょ

うか。 

夏の甲子園では、審判が選手に声をかけたことが話題になり

ました。うつむきながら整列している選手に、「大丈夫や、甲

子園で試合ができたことが誇りや。胸を張って終わります。」

と声をかけて試合を締めたのでした。また、別の試合では、感

染症の影響で対戦日程を考慮してくれた高校同士の対戦終了

後、「試合ができたのは奇跡。甲子園でプレーできるありがた

さ、感謝の気持ちをもってほしい。」と選手に声をかけました。

このことは、どのようなことにもつながります。「学校で○○○○

の活動ができた。」生徒全員が自信をもってこの言葉を体感で

きる活動を進めて参ります。その一助になる指導・助言を教職

員一同で行っていくことを思い出させてくれる話題でした。 

二学期も皆様の御理解・御協力をお願いいたします。 

 

 

学校だより  

日 曜

1 木 ★

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金 ★

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木 車山移動教室（1日目）

車山移動教室（2日目）、⑤カット

英語検定（3年全員受験） 特別時程

1 土

2 日

3 月 朝礼

4 火

水曜補習

特別時程　運動会係会

★･･･部活動再登校

30 金 ★

特別時程、職員会議

敬老の日

定期考査Ⅱ（1日目）

定期考査Ⅱ（2日目）、運動会係会

秋分の日

生徒会朝礼

大田区陸上選手権大会

朝礼、③カット

②カット 専門委員会

中央委員会

①②カット、リハーサル

①②⑥カット　前日準備

学芸発表会

振替休業日

定期考査1週間前、水曜補習

の予定

行　事　予　定

始業式、集団下校訓練

学発特別時程（9日まで）、③カット



校庭と正門が完成しました！ 

待ちに待った校庭！ここに至るまで長い道のりでした。運動会で

は東京高校、矢口中学校、雪谷中学校、大森第十中学校にお世話に

なりました。今年度、新しくできた校庭で運動会を行います。保護

者の観覧については、広さの関係もあり、全学年の皆様にお越

しいただくことはできないのですが、生徒達には、思う存分自

校の校庭で運動会を盛り上げてもらいたいです。 

 また、正門も併せて完成したので、ここでは工事現場から完

成までの様子を御紹介致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成した校庭。道路と反対側に

は走路があり、校庭周りを一周

できます。 

《校庭ができるまで》 

校庭の土を入れ替え、

周りに走路を敷いてい

ます。１８ｍの高さの

支柱を３分割して立て

ていきます。 

低い支柱に上部を合

わせて１８ｍの支柱

に。ネットを掛けて

いく作業は高所作業

車で技術者が行って

います。 

ネット完成！ 

《正門と玄関までの通路ができるまで》 

正門から玄関までの通路です。土を整え、アスファルトを敷いています。 

新しい歩道橋 正門 

校庭の周りには条例で歩道、内側には緑地が必須となり、以前の下校庭より面積が狭くなっています。 

 


